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０，はじめに 

 今回の講演では「障害者差別解消法」を中心に据え、三部構成にしました。まず、「障害者差別解

消法」そのものについてです。法律の概要や制定経緯、また差別を解消していくための基本方針など

について確認をします。次に、障害者が「あたりまえの暮らし」を営むために必要な条件に接近しま

す。最近はあまり耳にすることが少なくなりましたが、「ノーマライゼーション」についてです。 

最後に、相模原の殺傷事件をうけ、社会に突きつけられた「障害者と向き合う」ことについて考え

ます。 

 この 3 つを通して、障害者に対する差別を解消するために私（たち）が取り組むべきこと、につ

いての理解が深まれば幸いです。 

 

１，障害者差別解消法について 

（１）障害者差別解消法とは？ 

正式名称：「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律」全 26 条と附則 9 条で構成。 

① 2013（平成 25）年 6 月に成立・公布 

② 2016（平成 28）年 4 月に施行 

 

法律の目的「第一条」（一部抜粋） 

全ての障害者が、障害者でない者と等しく、基本的人権を享有する個人としてその尊厳が重ん

ぜられ、その尊厳にふさわしい生活を保障される権利を有することを踏まえ、①障害を理由とす

る差別の解消の推進に関する基本的な事項、②行政機関等及び事業者における障害を理由とする

差別を解消するための措置等を定めることにより、障害を理由とする差別の解消を推進し、もっ

て全ての国民が、障害の有無によって分け隔てられることなく、相互に人格と個性を尊重し合い

ながら共生する社会の実現に資すること。 

 

■「相互に人格と個性を尊重し合いながら共生する社会の実現に資する」ために、 

①障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本的な事項 

②行政機関等及び事業者における障害を理由とする差別を解消するための措置 

を定めること 
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※ 「国民の責務（第四条）」は、「障害を理由とする差別の解消の推進に寄与するよう努めなければ

ならない。」 

 

（２）障害者差別解消法が制定された経緯 

① 2006 年 12 月 障害者権利条約が国連で採択 

※障害者の尊厳と権利を保障し、また障害に基づく差別の禁止を義務づけた条約 

■ 条約の内容 

１）障害を理由としたあらゆる差別を禁止。 

①障害者であることを直接的な理由とする差別 

  ②合理的配慮を行わないことによる差別 

２）障害者の自立を促し、地域社会で生活に向けた取り組みの推進 

３）条約の内容を監視する機関の設置 

 

② 2007 年～2013 年 条約締結に向けて、必要な国内法の整備、障害者制度の改革が行われる。 

③ 2013 年 6 月 成立・公布 

 

（３）障害を理由とする差別の解消の推進に関する基本方針 

■ 基本原則：障害者基本法第 4 条：差別の禁止 

 ①：障害を理由とする差別や権利侵害行為の禁止 

 ②：社会的障壁の除去を怠ることによって生じる権利侵害の防止 

 ③：国による啓発・知識の普及を図るための取組 

 

■ これらを具体化するための取り組み 

 

 

 

 

※ 事業者とは→個人事業者や対価を得ない無報酬の事業を行う者、非営利事業を行う社会福祉法人

や特定非営利活動法人も含みます。 

 

① 差別を解消するための措置 

１）不当な差別的取扱いの禁止：国・地方公共団体等、事業者→法的義務があります。 

point１，不当な差別的取扱いの基本的な考え方（正当な理由なく、障害を理由として） 

［１］：サービスや各種機会の提供を拒否する 

［２］：サービスを提供するとき場所・時間帯などを制限する 

［３］：障害者でない者に対しては付さない条件を付ける 

例→・障害があることを理由にアパートを貸さない。 

・車いす利用者の入店を拒否する。 

・サービスの利用機会を不当に限定する。 

 ①不当な差別的取扱いの禁止 ②合理的配慮の提供 

国・地方公共団体 法的義務 法的義務 

事業者 法的義務 努力義務 
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 ２）合理的配慮の提供 

   ● 国・地方公共団体等→法的義務があります。 

● 事業者→努力義務があります。 

point１，合理的配慮の基本的な考え方 

［１］：「合理的配慮」とは、「障害者が権利を行使するために必要かつ適当な変更及び調整であ

って、均衡を失した又は過度の負担を課さないもの」（障害者権利条約第 2 条を意訳） 

［２］：障害者が受ける制限は、社会的障壁によって生じるとの考え方にたつ。 

［３］：合理的配慮は、具体的場面や状況に応じて異なり、多様かつ個別性が高い。したがって、

建設的対話による相互理解を通じて、必要かつ合理的な範囲で、柔軟に対応する。 

［４］：合理的配慮は、技術の進展、社会情勢の変化等によって変わる。 

［５］：合理的配慮を行うことによって、サービスの本質が変更しないように注意する。 

 

例→・車椅子利用者のために段差に携帯スロープを渡す 

・高い所に陳列された商品を取って渡す 

・筆談、読み上げ、手話などによるコミュニケーションの実施 

・分かりやすい表現を使って説明をするなどの配慮 

・障害の特性に応じた休憩時間の調整などのルール・慣行の柔軟な変更 

・テスト内容の変更などは、合理的配慮ではない。 

※① 明らかに合理的配慮が必要な場合は、その都度、実施するのではなく、環境整備に

取り組む。 

※② 意思表明が難しい障害者で、代弁する者もいない場合などは、自主的に取組むこと

が望ましい。 

※③ 内閣府の「合理的配慮サーチ」が参考になります。 

http://www8.cao.go.jp/shougai/suishin/jirei/index.html 

 

point２，「過重な負担」の基本的な考え方（具体的場面や状況に応じて総合的・客観的に判断する） 

［１］：事務・事業への影響の程度（事務・事業の目的・内容・機能を損なうか否か） 

［２］：実現可能性の程度（物理的・技術的制約、人的・体制上の制約） 

［３］：費用・負担の程度、事務・事業規模、財政・財務状況など 

※ 過重な負担に当たると判断した場合は、その理由を説明し、理解を得るよう努める。 

point2，正当な理由の判断の視点（障害を理由とする、サービスや各種機会の提供を拒否が） 

［１］：客観的に見て正当な目的のもとに行われた 

［２］：その目的に照らしてやむを得ないと言える 

※① 具体的場面や状況に応じて総合的・客観的に判断する。 

※② 正当な理由があると判断した場合は、その理由を説明し、理解を得るよう努める。 
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 ② 差別を解消するための支援措置として、国・地方公共団体や事業者は下のことに取り組む。 

 １）相談・紛争の解決 

 ２）地域における連携 

 ３）啓発活動 

 ４）情報収集等 

 

２，「あたりまえの暮らし」について－差別のない社会づくり 

これまで見てきたように、障害者に対する差別の解消は「①不当な差別的取扱いの禁止」「②合理

的配慮の提供」によって実現されます。その視点は、障害者の障害に焦点を当てたり、原因を求めた

りして、そこを是正するのではなく、社会的障壁の撤廃、つまり社会を変化（積極的格差の是正＝

affirmative action）させることで差別の解消を実現しようとしている、といえます。 

 さて、「①不当な差別的取扱いの禁止」「②合理的配慮の提供」に取り組むことによって、何を目指

しているのか。それは、障害者も「人間らしく、あたりまえに暮らす」ことができる社会であるとい

えます。 

 障害者も「人間らしく、あたりまえに暮らす」。そういう社会を実現するにはどうしたらよいか。

N.E,バンク－ミケルセンは下のように表現しています。※N.E,バンク－ミケルセンは、1985（昭和

60）年に旭川荘に来ています。 

 

「ノーマルな生活状態にできるだけ近づいた生活をつくり出す」 

 

（１）「ノーマルな生活状態」とは、生活の条件をあたりまえにすることによって実現します。 

① 「生活の条件」とは、「生活の場（住居）」「日課（日々の営み）」「余暇活動」のこと。 

② 「できるだけ」という表現に注目してください。障害者差別解消法も「過重な負担」とならない

ことを前提としています。 

 

（２）誰にとっての「あたりまえか」：「あたりまえ」を考える 

「カレーにタバスコをかけるのは、あたりまえだよね」の文脈では、「カレーにタバスコをかける」

ことが「あたりまえ」であるには、「ある集団」において広く受け入れられている必要があります。

つまり、一人だけでは「あたりまえ」は成り立たないといえます。 

この「ある集団」はいろいろな括りを考えることができます。ただ、この括りをどんどん広げてい

くと、最終的には「人間」という括りに行き当たります。そこで、「人間にとってあたりまえの生活」

とはなんであるのか、を考えてみます。 

 

（３）人間にとってのあたりまえ：おもに二つの側面から→「自立」「自律」 

①自立→他への従属から離れて独り立ちすること。他からの支配や助力を受けずに、存在すること。 

②自律→他からの支配・制約などを受けずに、自分自身で立てた規範に従って行動すること。 
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そうすると障害者は 

①手間がかかる、判断力などが低下している、から「（能力的に）自立できない」  

②極度のこだわりなどがある、から「（能力的に）自律できない」 

 

これらの背景には 

①「誰の手も借りずに生活する（すべき）」という発想 

２「生活の組み立ては自分がする（すべき）」という発想 

※「あたりまえの生活」には「自己完結・自己責任」能力の有無が不可欠なのか？ 

※これらの能力がない！としたら？ジリツはできない！？ 

→障害者は、これらの能力が欠如している、低下している。つまり「障害者」という括りであたりま

えを考えている。 

 

１）健常者の社会へ←障害者       ２）真にあるべき社会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）「①不当な差別的取扱いの禁止」「②合理的配慮の提供」による「あたりまえの生活」の実現 

ベンクト・ニィリエは、人間らしい生活を営むための条件を、8 つ提示しています。 

 

① 一日のノーマルなリズム 

② 一週間のノーマルなリズム 

③ 一年のノーマルなリズム 

④ ライフサイクルのノーマルなリズム 

⑤ 自己決定の尊重 

⑥ 男女のある環境で生活をすること 

⑦ ノーマルな経済水準であること 

⑧ ノーマルな住宅環境にあること 

 

 これらの条件を提供するために、必要なことは何か？あるいは、これらの条件がなぜ阻害されてい

るのか？ノーマライゼーションは、もともと知的障害者の生活が、人間らしい生活からかけ離れてい

たことの反省から生まれています。 

 

健常者 

障害者 

 

人間 

社会 社会 

障害者 
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３，障害者と向き合う－相模原殺傷事件が問いかけること 

 相模原において、報道各社が報じるところをまとめると「重度障害者の命は無価値である」ことを

根拠に、差別的な発想に基づいての凶行であったことがうかがえます。 

被疑者は、ナチスドイツの思想に傾倒し、また重度障害者に対する安楽死を容認する発言が強く見

られるなど、「生命の価値」を「生産性」におき、だから重度障害者は不要であるとしています。 

しかし、生物学的な意味においての「生命」は、「生産性」などによって価値づけられることはあ

りません。むしろ「生命」そのものは、価値の付与とは縁遠いものです。その生命が価値を持つよう

になるのは、何らかの状況（例えば臓器移植など）において、生命が峻別されなければならないとき

です。その意味において生命とは、人間の恣意の下で価値をもつことになります。 

しかし、一方で、その峻別の基準を与える者は誰なのか、という問いに、正当な、あるいは妥当な

答えを与えるのは困難です。そのため少なくとも現代社会では、生命は平等であることは真実として

受け入れられ、時と場合（先ほどの臓器移植など）によって例外を生み出しているといえます。 

相模原の事件では、この峻別が被疑者の個人的な感情（ただし、その感情は、被疑者の中では正当

である）に基づいて行われているのだから、身勝手な理屈に基づいています。ただし被疑者が「重度

障害者でなかったのは、たまたま」である、という偶然性に目を向ければ、被疑者も（含めてすべて

の人間は）峻別される生命であるといえます。 

 

① 障害者に生産性はない→では、あなたは生産性があるのか？ 

② 障害者は何を言っているのか分からない。→では、あなたはかならず自らの意思を的確に伝える

ことができるのか。 

 

まとめにかえて－社会を構成している一員として 

 糸賀一雄は、「愛と共感の教育（柏樹社）」のなかで、「無財の七施」を説明しています。 

 

眼 施（げんせ）・・・・・・・優しいまなざしをもって接すること 

和顔悦色施（わがんえつじきせ）・・にこやかにほほえみ接すること 

言 辞 施（げんじせ）・・・・・・優しい言葉をかけていくこと 

身 施（しんせ）・・・・・・・社会のために働くこと 

心 施（しんせ）・・・・・・・感謝する心をあらわすこと 

牀 座 施（しょうざせ）・・・・・ゆずりあう心をもつこと 

房 舎 施（ぼうしゃせ）・・・・・（一宿一飯の施しを与え）労をねぎらうこと 

 

全ての人間は、なくてはならない存在であると言えます。 
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